
ふくおか県議会だより

代表・一般質問詳細は、県議会ホームページをご覧ください。 （注）９月定例会の会議録については、11月下旬に掲載される予定です。  http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp

2017年（平成29年）11月発行第24号 （2）

※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したものです。　　※（　）は選挙区を記載

Ｑ　

５
年
前
の
集
中
豪
雨
や

昨
年
の
熊
本
地
震
等
を
受
け

た
県
地
域
防
災
計
画
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
の
再
検
討
と
強

化
に
つ
い
て
聞
く
。

Ａ　

県
は
こ
れ
ま
で
必
要
に

応
じ
て
県
地
域
防
災
計
画
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
見
直
し
て

き
た
。
具
体
的
に
は
、
自
衛

隊
Ｏ
Ｂ
を
「
防
災
危
機
管
理

専
門
監
」
と
し
て
配
置
、「
災

害
時
緊
急
派
遣
チ
ー
ム
」
を

創
設
す
る
な
ど
し
た
。
こ

う
し
た
過
去
の
災
害
を
踏
ま

え
た
災
害
対
応
体
制
の
強
化

は
、
今
回
の
初
動
対
応
と
被

災
地
支
援
に
効
果
が
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
豪

雨
災
害
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
内
閣
府
、
国
土
交
通
省

な
ど
と
合
同
で
避
難
行
動
時

に
関
す
る
現
地
調
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
や
今
回
の
豪

雨
災
害
に
お
け
る
災
害
対
応

の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
県
地

域
防
災
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
を
全
面
的
に
検
証
し
、
必

要
な
見
直
し
を
行
っ
て
い

く
。

Ｑ　

今
回
の
災
害
で
は
千
人

を
超
え
る
人
た
ち
が
、
一
時

は
孤
立
状
態
に
追
い
や
ら
れ

た
。
孤
立
地
区
発
生
の
原
因

に
対
す
る
認
識
と
今
後
の
対

策
を
問
う
。

Ａ　

孤
立
し
た
地
区
は
中
山

間
地
域
に
位
置
し
、
集
落
に

つ
な
が
る
道
路
が
限
定
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
記
録
的
豪

雨
で
発
生
し
た
土
砂
崩
れ
や

道
路
流
失
等
で
、
道
路
が
寸

断
さ
れ
、
孤
立
地
区
が
発
生

し
た
と
認
識
し
て
い
る
。
孤

立
集
落
が
発
生
し
た
場
合

は
、
速
や
か
に
道
路
啓
開
作

業
を
行
う
と
と
も
に
、
自
衛

隊
等
に
よ
る
救
助
お
よ
び
水

や
食
料
等
の
必
要
な
物
資
輸

送
を
要
請
し
、
一
刻
も
早
い

孤
立
状
態
の
解
消
に
努
め
て

い
る
。
中
山
間
地
域
に
通
じ

る
幹
線
道
路
は
、い
わ
ば
「
命

の
道
」。
特
に
孤
立
が
発
生

し
た
地
域
で
は
、
関
係
部
局

が
連
携
し
、
法の
り

面め
ん

の
補
強
な

ど
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
道

路
整
備
と
維
持
管
理
に
努
め

て
い
く
。

Ｑ　

被
災
者
の
生
活
再
建
支

援
の
拡
充
に
つ
い
て
。

Ａ　

被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
で
は
、
家
屋
の
全
壊
ま
た

は
大
規
模
半
壊
に
対
し
て
支

援
金
が
支
給
さ
れ
る
が
、
被

災
さ
れ
た
方
々
の
早
期
の
生

活
再
建
に
資
す
る
た
め
、
県

は
支
給
額
の
増
額
と
と
も

に
、
半
壊
や
一
部
損
壊
も
支

援
の
対
象
と
す
る
よ
う
、
災

害
援
護
資
金
貸
付
金
も
貸
付

条
件
の
改
善
等
を
国
に
要
望

し
て
い
る
。
今
後
と
も
被
災

者
の
実
情
を
丁
寧
に
把
握

し
、
必
要
な
支
援
策
を
検
討

す
る
。
全
国
の
企
業
や
団

体
、
個
人
か
ら
８
月
末
現
在

で
17
億
円
も
の
義
援
金
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
県
は
全
壊

や
半
壊
世
帯
へ
の
配
分
比
率

を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
こ
れ

ま
で
対
象
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
一
部
損
壊
や
床
上
浸

水
も
対
象
と
な
る
よ
う
配
分

基
準
を
見
直
し
、
市
町
村
に

対
し
、
第
一
次
配
分
と
し
て

約
６
億
円
を
配
付
し
た
。

Ｑ　

九
州
北
部
豪
雨
災
害
に

お
け
る
本
県
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

発
災
当
日
の
７
月
５

日
、
災
害
対
策
本
部
を
設

置
。
自
衛
隊
、
消
防
等
関
係

機
関
と
連
携
し
た
人
命
救

助
、
緊
急
復
旧
工
事
を
実
施

し
、
支
援
物
資
の
提
供
、
応

急
仮
設
住
宅
の
建
設
な
ど
緊

急
的
な
生
活
支
援
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　

復
旧
・
復
興
の
妨
げ
と
な

る
膨
大
な
量
の
流
木
は
、
撤

去
の
た
め
の
仮
置
き
場
を
確

保
し
、
チ
ッ
プ
化
等
を
行
っ

た
上
で
発
電
原
料
や
セ
メ
ン

ト
原
料
な
ど
に
活
用
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
被
災
市
町

村
や
事
業
者
と
連
携
し
速
や

か
な
処
理
に
向
け
て
取
り
組

む
。

　

被
災
者
支
援
を
的
確
か
つ

機
動
的
に
行
う
た
め
、
庁
内

に
「
被
災
者
支
援
チ
ー
ム
」

を
設
置
。
被
災
者
の
生
活
再

建
支
援
、
商
工
業
者
・
農
林

漁
業
者
の
事
業
再
開
・
継
続

の
支
援
、
被
災
自
治
体
の
行

政
運
営
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
事
業
の
集
中
的
、
効

率
的
な
実
施
の
た
め
９
月
１

日
、
朝
倉
県
土
整
備
事
務
所

に
「
災
害
事
業
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
す
る
な
ど
組
織
体
制

を
強
化
、
災
害
復
旧
と
再
発

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ　

被
災
農
家
が
将
来
に
希

望
を
失
わ
な
い
よ
う
な
営
農

継
続
支
援
に
つ
い
て
。

Ａ　

県
は
無
利
子
融
資
制
度

を
創
設
す
る
ほ
か
、
農
業
用

機
械
や
ハ
ウ
ス
施
設
の
再
取

得
・
修
繕
、
被
災
し
た
果
樹

の
改
植
、
流
出
し
た
家
畜
用

飼
料
の
購
入
な
ど
に
要
す
る

経
費
を
支
援
。
農
地
・
農
業

用
施
設
の
復
旧
、
農
業
再
生

の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
支
援
、
被
災
地
の
農

産
物
の
販
売
促
進
な
ど
に
つ

い
て
も
今
議
会
に
補
正
予
算

を
提
案
し
て
い
る
。
８
月
１

日
、
朝
倉
農
林
事
務
所
内
に

営
農
再
開
に
係
る
現
地
支
援

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
市
町

村
や
Ｊ
Ａ
と
一
体
で
被
災
者

の
営
農
再
開
に
向
け
た
意

向
な
ど
の
把
握
に
努
め
て
い

る
。
農
地
の
損
壊
が
甚
大
な

地
域
で
は
、
被
災
箇
所
で
の

再
開
が
厳
し
い
状
況
も
あ

る
た
め
、
作
付
け
場
所
の
移

転
、
団
地
化
、
新
た
な
作
物

の
導
入
な
ど
の
意
向
も
出
て

い
る
。
こ
う
し
た
意
向
も
踏

ま
え
、
産
地
再
生
に
向
け
た

計
画
づ
く
り
と
取
り
組
み
を

支
援
す
る
。

Ｑ　

風
評
被
害
の
解
消
へ
の

取
り
組
み
は
。

Ａ　

県
の
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ふ
く
お

か
」の
特
設
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
の
被
災
地
の
正
確
な

情
報
の
発
信
、
旅
行
会
社
へ

の
説
明
な
ど
に
よ
り
、
風
評

被
害
の
解
消
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
８
月
13
日
か
ら
旅
行

商
品
の
割
引
を
支
援
す
る「
ふ

く
お
か
応
援
割
」の
販
売
を
開

始
し
、
約
１
万
５
０
０
人
が

購
入
。
新
た
に
新
聞
や
旅
行

雑
誌
で
被
災
地
の
観
光
の
魅

力
を
発
信
、
被
災
し
た
市
町

村
や
観
光
協
会
の
観
光
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
に
助
成
す
る
。

Ｑ　

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り

半
壊
と
な
っ
た
家
屋
の
解

体
・
撤
去
が
公
費
補
助
の
対

象
と
な
る
よ
う
国
に
働
き
か

け
る
べ
き
。
ま
た
、
森
林
環

境
税
を
活
用
し
て
、
防
災
の

観
点
か
ら
の
森
林
づ
く
り
を

進
め
る
べ
き
。

Ａ　

半
壊
家
屋
は
原
則
と
し

て
国
の
補
助
対
象
で
は
な
い

が
、
解
体
・
撤
去
の
遅
れ
は

復
旧
・
復
興
の
大
き
な
支
障

で
、
費
用
は
被
災
者
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
。
東
日
本
や

熊
本
の
震
災
等
で
特
例
的
に

補
助
対
象
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
公
費
補
助
を
国

に
継
続
し
て
要
望
し
て
い

く
。

　

平
成
30
年
度
以
降
の
森
林

環
境
税
の
在
り
方
を
検
討
し

た
県
森
林
環
境
税
検
討
委
員

会
の
報
告
で
は
、
人
工
林
な

ど
の
荒
廃
の
未
然
防
止
に
向

け
「
針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
混

在
す
る
森
林
へ
誘
導
す
る
こ

と
が
必
要
」
と
さ
れ
た
。
今

回
の
災
害
の
要
因
等
も
検
証

し
た
上
で
、
森
林
環
境
税
の

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　

厚
生
労
働
省
の
中
央
最

低
賃
金
審
議
会
が
公
表
す

る
都
道
府
県
の
最
低
賃
金
引

き
上
げ
額
の
目
安
は
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
の
４
ラ
ン
ク
。
本
県
は

１
９
７
８
年
度
か
ら
39
年

間
Ｃ
ラ
ン
ク
に
据
え
置
か
れ

た
ま
ま
だ
。
本
県
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

(

県
内
総
生
産)

は
全
国
９

位
で
あ
り
、
不
当
と
考
え
る
。

Ａ　

ラ
ン
ク
付
け
は
一
人
当

た
り
の
県
民
所
得
な
ど
19
指

標
を
基
に
、
都
道
府
県
の
経

済
実
態
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
設
定
。
本
県
の
総
合
指
数

は
全
国
24
位
で
あ
り
、
17
位

ま
で
が
Ｂ
ラ
ン
ク
。
現
在
の

ラ
ン
ク
分
け
の
基
準
は
一
定

の
合
理
性
が
あ
る
が
、
国
に

対
し
「
地
域
間
格
差
に
つ
な

が
っ
て
い
る
ラ
ン
ク
制
度
の

見
直
し
を
図
り
な
が
ら
最
低

賃
金
を
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
に
よ
り
影
響
を
受

け
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者

へ
の
支
援
の
強
化
」
を
提
言

し
た
。

Ｑ　

本
県
の
産
業
廃
棄
物
中

間
処
理
業
者
３
４
６
事
業
所

の
総
点
検
の
実
施
状
況
お
よ

び
廃
棄
物
保
管
状
況
と
防
火

対
策
の
指
導
結
果
は
。

Ａ　

廃
止
と
な
っ
た
１
事
業

所
を
除
き
、
３
４
５
事
業
所

に
対
し
、
９
月
７
日
ま
で
に

立
ち
入
り
検
査
を
行
い
、
廃

棄
物
の
保
管
状
況
を
確
認
し

た
。
そ
の
結
果
、
法
定
保
管

量
を
超
過
し
て
い
る
４
事
業

所
が
確
認
さ
れ
、
改
善
指
導

し
た
。
引
き
続
き
、
法
の
基

準
を
遵
守
す
る
よ
う
強
く
指

導
し
て
い
く
。

　

防
火
対
策
は
、
県
設
置
の

「
産
業
廃
棄
物
に
係
る
専
門

委
員
会
」
か
ら
消
火
設
備
の

確
実
な
設
置
、
廃
棄
物
の
長

期
保
管
の
回
避
な
ど
が
有
効

で
あ
る
と
の
意
見
が
示
さ
れ

た
。
県
は
立
ち
入
り
検
査
に

併
せ
て
、
こ
れ
ら
の
点
も
指

導
・
助
言
し
た
。
今
後
と
も

全
事
業
所
の
保
管
状
況
を
定

期
的
に
確
認
。
防
火
対
策
も

指
導
・
助
言
し
て
い
く
。

Ｑ　

災
害
発
生
前
の
防
災
行

動
を
あ
ら
か
じ
め
時
系
列
で

整
理
す
る
こ
と
で
対
応
の
遅

れ
を
防
ぎ
、
人
的
被
害
を
防

止
す
る
事
前
防
災
行
動
計
画

「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
、
中

小
河
川
の
流
域
ご
と
に
作
成

す
る
こ
と
が
重
要
で
は
。

Ａ　

本
県
で
は
、
国
、
県
、

関
係
市
町
村
、
気
象
台
な
ど

が
連
携
し
「
大
規
模
氾
濫
減

災
協
議
会
」
を
平
成
29
年
６

月
ま
で
に
県
内
８
圏
域
に
設

置
、
こ
の
協
議
会
で
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
策
定
も
含
め
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
国
が

管
理
す
る
一
級
河
川
に
つ
い

て
は
、
北
九
州
市
、
久
留
米

市
ほ
か
28
市
町
が
策
定
を
終

え
た
。
今
後
は
県
管
理
河
川

に
つ
い
て
、
国
の
緊
急
行
動

計
画
で
定
め
ら
れ
て
い
る
33

年
度
を
め
ど
に
市
町
村
が
円

滑
に
策
定
で
き
る
よ
う
、
協

議
会
を
通
じ
て
支
援
す
る
。

Ｑ　

国
連
加
盟
国
が
２
０
３ 

０
年
末
ま
で
の
達
成
を
目
指

す
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）」
に
対
す
る

認
識
と
、
実
現
に
向
け
た
県

の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
貧
困
や
飢
餓
の

根
絶
、
人
種
・
国
・
性
別
に

よ
る
不
平
等
の
解
消
、
環
境

保
全
な
ど
、
経
済
・
社
会
・

環
境
を
め
ぐ
る
広
範
な
課
題

に
総
合
的
に
取
り
組
む
も
の

で
、
先
進
国
、
途
上
国
全
て

が
責
任
を
持
つ
重
要
な
取
り

組
み
で
あ
る
。
国
が
昨
年
12

月
に
掲
げ
た
、
日
本
と
し
て

特
に
注
力
す
べ
き
８
つ
の
優

先
課
題
は
「
成
長
市
場
の
創

出
」「
女
性
・
障
が
い
者
な

ど
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
活
躍
の

推
進
」
な
ど
で
、
本
県
総
合

計
画
の
考
え
方
と
一
致
す

る
。
本
県
で
は
総
合
計
画
の

推
進
、
地
方
創
生
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
通
じ
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
貢
献
し

て
い
く
。

Ｑ　

ニ
セ
電
話
詐
欺
の
現
状

と
、
平
成
27
年
に
発
足
し
た

「
ニ
セ
電
話
気
づ
か
せ
隊
」

の
推
進
方
策
に
つ
い
て
。

Ａ　

本
県
に
お
け
る
ニ
セ
電

話
詐
欺
は
、
28
年
は
認
知

件
数
が
３
５
２
件
、
被
害

額
が
６
億
６
０
０
０
万
円

余
り
。
27
年
に
比
べ
大
幅

に
減
少
し
た
が
、
本
年
８

月
末
現
在
で
は
、
認
知
件

数
が
４
０
７
件
、
被
害
額
が

７
億
４
０
０
０
万
円
余
り
と

な
り
、
既
に
昨
年
１
年
間
の

認
知
件
数
、
被
害
額
を
上
回

り
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状

況
に
あ
る
。「
ニ
セ
電
話
気

づ
か
せ
隊
」
は
、
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
を
中
心
に
広
く
県
民
に
参

加
を
働
き
掛
け
た
結
果
、
約

１
万
団
体
34
万
人
が
参
加
す

る
な
ど
、
詐
欺
被
害
防
止
の

県
民
運
動
と
し
て
定
着
し
て

き
た
。
今
後
は
町
内
会
や
自

治
会
な
ど
、
よ
り
地
域
に
密

着
し
た
団
体
に
参
加
を
呼
び

掛
け
て
い
く
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

井
上  

博
行  

（福岡市博多区）

民
進
党
・
県
政
県
議
団

民
進
党
・
県
政
県
議
団

今
井  

保
利  

（遠賀郡）

公
明
党

公
明
党

松
下  

正
治  

（北九州市八幡西区）

緑
友
会

緑
友
会

堀
　  

大
助  

（行橋市）


